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ごあい さつ

新潟県立看護大学後援会会長

斉藤 宰

暑
か った夏が去 り、過 ごし易

い"読 書の秋""実 りの秋"

を迎え、後援会々員の皆様方にお

かれましては益々ご健勝のことと

お慶び申し上げます。

本年4月 に新入学生を迎え、第

1学 年から第4学 年までの学生が

揃ったことにより、本業である

医療 ・看護の学問に対する期待

は勿論、昨年の新潟県中越地震の

際の支援活動、また今年は地元上

越市の“上越まつ り"に 参加 した

と聞いていますように最近特に巷

間でよく言われています地域の活

性化、NPO、 ボランティア等の

ように地域に密着した活動 ・支援

が一層求められるようになるにつ

れ、その期待 ・要望に応えていく

必要に迫られると思います。加え

て来年度より本校に大学院が設置

されることになり、益々将来が嘱

望される看護大学になると確信 し

ている次第です。

過日、挙行されました“継燈式"

が地元紙に掲載され、その記事に

学生たちの看護に対する決意、意

欲、責任が熱 く述べられていて痛

く感じ入 りました。学生たちには、

専門化、高度化そして日進月歩す

る医療界を牽引すべ く頑張って欲

しいと念願しております。

開学以来、学生たちの手で行わ

れています桜蓮祭(大 学祭)が 今

年も開催されると思いますが、遠

路またはご多忙 とは存じますが会

員の皆様に是非おいで頂き、学生

たちの創意 ・工夫 した祭りをご覧

願い盛 り上げて下さいますようお

願い致します。

最後に、拙い文章をお詫び致し

まして失礼します。



ごあい さつ

新潟県立看護大学学長

中島紀惠子

中
越大地震の爪跡から少しず

つ元気を取 り戻すなか、厳

しい暑さも止まり、秋の気配を間

近に感 じる季節を迎えてお りま

す。

よく 「先生達は夏休みがあるか

らいいですね」といわれます。確

かに夏休み中は授業がないので学

内はとても静かになりますし、授

業の準備や緊張感から開放される

一時ではあります。しかし、いず

れの大学も同様かと思いますが、

大学の地域貢献の一環としての

生涯教育事業の企画が夏休みに集

中します。当大学も8月 下旬から

月上旬にかけて 「臨地実習指

導者養成講習会」を主催 してお り、

毎日県下各病院の看護師50名 が

学習に励んでおります。また教員

はこの時期でなければ時間が取れ

ない調査や研究活動に取 り組みま

す。さらに後期に備えて授業の準

備、さらには事務局と協働して教

学組織を構成している各種委員会

による来年度事業のための会議も

数多 く開かれます。

とはいえ、理科系大学と比較し

ても短い夏休みも終わり、9月2

日には大勢のご父母に見守られて

2年 次生恒例の 「継燈式」を無事

に終えたところです。

今年度は1年 次から4年 次まで

の各学年に対応 した最初の年です

から、新しい問題や課題に対処し

なければならないことも少なくあ

りませんでした。特に教職員は、

4年 次学生の卒業研究に至るこれ

までの学業の総点検とその結果と

もいうべき国家試験のための学習

指導や就職場所の選択等に関する

助言など、学生各々とのきめ細か

な対話が求められます。

私共教職員は、学生たちがすく

すくと自律して育ちゆく姿を繰 り

返しみていくなかで自らの成長を

実感してきました。私は、こうい

う世界で働 くことが 「冥利に尽き

る」というものだろうと考えてお

ります。誇らしい限りです。

来年度は大学院を開設する予定

です。詳細を公表できるのは10

月末頃になりますが、ホームペー

ジにも掲載しますので、ご覧いた

だき、お子様の将来についてご家

族で話し合う機会をお持ちいただ

きたいと願っております。

後援会の皆様の一層のご支援を

お願い申し上げます。
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4月6日 の入学式後、学内 ・学外オリエ

ンテーションと慌ただ しい日々が過ぎ、

4月18日 から新学期の授業が始まりま

した。

新入生 ・在学生も授業に取 り組む姿は真

剣です。

総合科 目Ⅰ

「人間関係 と表現への気づ き」のひ

とコマ。他 者に働 きか け、関 わ り

を作 り出 して い く力に 目覚 める こ

とを目標 と します。

基礎ゼミナール

1年 次 に開講 される少人 数ゼ ミナール で、

看護 を科学的に追求するための知的探求方

法 を身につけることを目的 と します。

看護技術論

授業 の締 め くくりに 「看護技術 の開発 」 と題 して

少人数で1ヶ 月間の ワーキングを行い、1つ の技術

をより深 く理解 して、改良 に向 け考察発表 します。



4月15日 、自治会主催で球技大会が行われました。バ

レーボールで熱気に包まれる中、新入生同士や先輩との

交流が図られました。



継燈式実行委員長 木村友美

私たち3回 生は1年 半あまりの

学内での講義や演習を経て、よう

やく病院での実習の日を迎えまし

た。看護実習は、看護職を志す者

が実践の能力を高めるために欠か

すことのできない学びの過程です。

実際に、病院で行う実習に身を置

き、臨床での雰囲気や患者さんと
ノ

のふれあいを通すことから今まで

とは違う考え方を得ることができ

ます。

今回の継燈式は、そういった経験

をより多く吸収できるように意識

を高めるとともに事前の心構えと

して全員で気持ちをひき しめ、学

年の団結をより一層深めることを

目的と して行いました。継燈式を

終えて、目的通 り意識を高め られ

団結力も強くなったのではないか

と思います。患者さんのケアに全

力を尽くし、多くのことを学んで

いきたいと思います。

継燈式実行委員
・木村友美 ・赤松 望

・朝倉里衣 ・瀬戸優希



後援会費から学生 自治会活動に

寄付 をいただ くにあたって

拝 啓 秋冷 の候 、 ます ます ご清 栄

の こ ととお喜び 申 し上 げ ます。

さて、例 年 におい て多 大 なる御

寄付 をい ただ きま して 、本 当 に あ

りが とうご ざい ま した。学 生 自治

会 活 動 の主 旨 をご理解 い た だ き、

多 くの御 厚 意 をい た だ い た こ と

は、感 謝 して も しきれ ない ほ どで

す。

お陰 様 を持 ち ま して、 多 くの

方々にご理解と御賛同を頂き、学

生の自治会活動は充実、円滑に実

行させていただいております。年

度の初めに行われた球技大会は盛

大に盛り上がり、11月 中旬に行

われる桜蓮祭ではこれまで以上に

学生も成功に向けて準備に余念が

ない次第です。今年度はさらに、

地域に密着するという目標の元、

上越市で行われる城下町 ・高田花

新潟県立看護大学学生自治会 会長

清水祐一

ロー ドに学生 自治 会 か ら参 加 す る

こ とが で きま した。 これ らの活 動

が で きるの も、皆様 の ご協 力の お

かげで す。

今後 もます ます 、 この 学生 自治会

活動 に 力 を入 れ て行 こ うと意 を新

た にす る次第 で す。今 後 と もご指

導 、 ご鞭 撲 の ほど よろ しくお願 い

申上 げます 。

敬 具

成人演習 老年演習 地域看護学演習風景

後援会定期総会

4月6日

平成17年 度後 援会定期総会は、平成17年4月6日(水)

の入学式終了後本学ホールにおいて、会員多数の参力口を得て開催

されました。

総会は、斉藤会長、中島学長のあいさつの後、議長に斉藤会 長

を選出し、議事に入 り、平成16年 度事業報告及び決算報告が、

一括上程され、和栗監事が監査報告を行い、原案どおり承認され

ました。

次に、平成17年 度事業計画及び収支予算案が上程され、審議の結果原案どおり承認されました。

今年度は、新潟県立看護大学として、完成年度を迎え、ようやく1年 生から3年 編入生及び4年 生全員

の学生がそろったことから、後援会としても本学学生への支援を強化して行くことを確認いたしました。



収入の部
平成16年 度後援会決算

(単位 ※円)

支出の部 (単位※円)

収入の部

H16年 度収入総額

9,993,982

H16年 度支出総額

5,287083

平成17年 度後援会予算書

H17年 度繰越額

4,706,899

支出の部

新潟県立看護大学
NiigataCollegeofNursing

看 護 学 部 看 護 学 科

住 所/新 潟県 上越市 新 南町240番 地

問い合わせ先/〒943-0147新 潟県 上越 市新 南 町240番 地

新 潟県 立看 護大 学 教務 学生 課

TELO25-526-2811FAXO25-526-2815

E-mailkyoumu@niigata-cr.ac.jp


